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部活動を通して得たもの

６月６日(火)・７日(水)の二日間、川薩地区中体連の総体が行われました。本校から出場した

のは、「サッカー」「卓球」「女子バスケットボール」「野球(入来中との合同)」「女子バレーボール

(平成中との合同)」の全部で５競技です。

３年生にとっては最後にして県・九州・全国へとつながる最大の大会。そして、夏にもう一つ

大会を控えているサッカー部を除き、「この大会で負けること」イコール「その時点での部活動

引退」を意味する大事な大会です。それだけに、どの学校の選手も万全の準備をし、相当の意気

込みを持って臨んできます。とにかく地区の代表となり、まずは県大会へ出場しようと必死です。

本校から大会に参加した選手たちも、それぞれこれまでの練習の成果を発揮しましたが、残念

ながらいずれの部も県大会への切符を手に入れることはかないませんでした。

試合は勝負ですから、勝つに越したことはありませんが、勝つことだけが部活動の目的ではな

いということも、選手は分かっているはずです。三年間部活動を続けてきて学んだことは、たく

さんあったことでしょう。そして、これまで同じチームの一員として、苦楽をともにし励んでき

た仲間たちとの時間は、何ものにも代え難いものとしてそれぞれの胸に刻まれたことでしょう。

これまで常に支えてくださった保護者の皆様には感謝申し上げます。

３年生が引退したそれぞれの部活動では、新たな体制となって活動を始

めています。新チームでも「ここ一番でものを言うのは日頃の生活態度」

であることをまずは肝に銘じ、日々の練習に励んでほしいと思っています。

第１回・第２回「薩摩川内元気塾」
６月10日（土）、子どものネットリスク教育研究会副代表の方に講師としてお越しいただき、第１回薩摩川

内元気塾を開催しました。内容は、家庭でのメディアの使い方のためのルール作りに向けた講演とワークショ

ップです。ワークショップでは生徒会長が司会を務め、全校生徒で「樋脇中ルールを

決める」という活動を行った結果、「９時になったらメディアを使えないように設定する。

手の届かない場所に置く。」ことを確認しました。生徒が自分たちで決めたルールで

す。各自守ることができるよう、御家庭でも御協力をお願いします。

６月22日(水)には、本校の卒業生で、元ホッケー日

本代表のOさんを講師にお招きして、「先輩に学ぶ講演会」及び「ホッケーに

親しむ一日」を開催しました。講演では、写真や動画で紹介されるO選手の輝

かしいホッケーの経歴などに、子供たちは目を奪われていました。

その後、生徒たちはOさんと一緒に給食を食べたり、元日本代表と一緒にホ

ッケー競技に取り組んだりした後、生徒全員へのお土産までいただきました。ありがとうございました。

【グループ討議する生徒】

【O選手を囲んで】

□ ７月行事予定 □
１日(土) 市Ｐ連保護者研修会
４日(火) 租税教室
５日(水) 教育相談～7日
８日(土) 土曜授業
11日(火) １年保健教室(薬物乱用防止教室)
12日(水) スクールカウンセラー来校
13日(木) 授業参観・学年ＰＴＡ
14日(金) 地Ｐ連定例会、校外生指連定例会
15日(土) 県吹奏楽コンクール
20日(木) 終業式 大掃除
21日(金) 夏季休業 水難事故防止運動強調月間（～８／31）
22日(土) 九州大会（ホッケー） 県総体（陸上）～23日
25日(火) 夏の祭典（吹奏楽～26日）
31日(月) 樋脇地域人権同和教育研究会全体研修会（樋脇公民館）

【県大会出場おめでとう】
５月18日に行われた地区総体陸上競技大会の結果、以下の三人が県大会出場を決めました。

学年80mハードル 第1位 K さん（１年）

共通400m M さん(3年)、共通800m K さん(３年)

【県総体 陸上競技の日程】

○ ７月22日：共通男子800ｍ（Kさん）

○ ７月23日：共通男子400ｍ（Mさん） 低学年女子80ｍハードル（Kさん）

学校保健委員会

６月13日(火)に学校保健委員会を行いまし

た。今回は学校医で卓翔会記念病院理事長を

お招きし、「ストレスとの付き合い方」につい

て御講話いただきました。心のＳＯＳは「睡

眠」「食欲」「体調」「行動」の４つに現れるこ

とや、子供の話を聞くときのノウハウ、聞い

た話をどう生かすかなど、具体的なアドバイ

スもお話くださいました。参加者からは、「頭

では分かっているつもりだったが、なかなか

日常生活では実践できていなかった。」などの

感想が聞かれました。

このほか、養護教諭からは健康診断や体力

測定の結果報告などを行いました。特に歯科

検診の結果から、今年度は歯垢の付着や歯肉

炎の生徒が多いということをお伝えしました。

疾病については、夏休み等も活用し、医療

機関の受診を是非よろしくお願いします。

樋脇地域ＰＴＡ連絡協議会

教育講演会
６月25日(日)、樋脇小と市比野小、本校の三

校から約90名の保護者の皆さんと教職員が参加

し、樋脇地Ｐ連主催の教育講演会が本校体育館

で行われました。今年度の講師は、「NPO法人く

すの木自然館」のI氏で、『足での暮らしと子育て』

という演題でお話いただきました。

Iさんは、生まれつき体に障害をお持ちですが、

その日常を多くの人に伝え、「『障害＝かわいそ

う』と思う人が少なくなってほしい。｣という思いから

講演活動をなさっているということでした。

「障害があることは、特別なことじゃない。(障害

のある人を)見たらだめ、と言うのではなく、身近に

感じてほしい。｣と話されたIさん。講演の間中、誰

もが真剣に聴き入っている様子が伝わる講演会

でした。雨の中にもかかわらず御参加いただいた

皆様、ありがとうございました。


